
立川と語ろう  立川に生きよう

最終回は復興支援

表紙の人／入船茶屋三代（柴崎町）

作
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﹇
最
終
回
﹈

鳥
煮
込
卵
と
す
り
流
し
豆
腐

　国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
江
戸
時
代
の
料
理
本
に
書
か
れ
て
あ
る
レ
シ
ピ
を
『
江
戸
料

理
レ
シ
ピ
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
』
と
し
て
公
開
、
そ
れ
が
現
代
語
に
な
って
レ
シ
ピ
サ
イ
ト
〈
ク
ッ
ク
パッ

ド
（
江
戸
ご
飯
）〉
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
今
月
は
「
鳥
煮
込
卵
」
と
「
す
り
流

し
豆
腐
」
を
ご
紹
介
。

　『万
宝
料
理
秘
密
箱  

玉
子
百
珍
』 

に
あ
る
「
鳥
煮
込
卵
」。
本
来
は
小
鴨
か
鴨
か
鳩
を
使

う
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
は
鶏
の
胸
肉
を
使
い
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
の
分
量
が
全
部
「
適
量
」、
そ
れ

が
か
え
って
む
ず
か
し
い
。
麻
糸
で
縫
い
合
わ
せ
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
現
代
。
ラ
ッ
プ

で
巻
い
た
り
、
楊
枝
で
留
め
た
り
、
別
の
方
法
で
も
で
き
る
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ゆ

で
卵
を
肉
の
中
に
適
量
入
れ
て
蒸
し
た
料
理
。
と
って
も
さ
っ
ぱ
り
し
て
、
冷
め
て
も
お
い
し
く

お
酒
の
ア
テ
に
も
い
い
よ
う
で
す
。一方
、
す
り
流
し
豆
腐
は
と
い
え
ば
、
こ
ち
ら
は
二
日
酔
い

に
も
って
こ
い
！ 

葛
で
と
ろ
み
の
つい
た
豆
腐
が
お
な
か
に
優
し
く
、
お
味
噌
の
香
り
が
懐
か
し

い
。
絹
ご
し
豆
腐
と
葛
粉
を
合
わ
せ
て
す
り
鉢
で
形
が
な
く
な
る
ま
で
す
り
ま
す
。
だ
し
汁
に

味
噌
を
溶
か
し
て
そ
こ
に
豆
腐
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
絹
ご
し
豆
腐
そ
の
ま
ま
よ
り
も
、
も
っ

と
や
さ
し
く
温
か
い
。
豆
腐
レ
シ
ピ
の
出
典
は
『
豆
腐
百
珍
』
で
す
。

　こ
の
シ
リ
ー
ズ
、
今
回
が
最
終
回
に
な
り
ま
す
が
、
江
戸
の
お
料
理
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
。

調
味
料
で
ご
ま
か
さ
な
い
、
本
当
に
ぜ
い
た
く
な
お
味
に
毎
回
感
動
し
た
連
載
で
し
た
。
み
な

さ
ん
も
、
江
戸
ご
飯
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？ 

試
食
に
行
き
た
い
と
い
う

お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
機
会
を
い
つ
か
作
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
つつ
、

と
り
あ
え
ず
お
し
ま
い
で
す
。

※

『
江
戸
料
理
レ
シ
ピ
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
』（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｈ
制
作
）『
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ

セ
ッ
ト
』（
国
文
研
所
蔵
）
　提
供
：
人
文
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー

と
り
の
に
ご
み
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　全国各地で行われた合併協議の中でしばしば問題になる合併後の新
しい市名については、協定書第一条に合併の期日及び形態に「昭和38
年5月1日より北多摩郡砂川町を廃し、その区域を立川市に編入する」と
あり、およそ2倍の面積を持つ砂川町が、大きさが半分の立川市に飲み
込まれた形になっている。「立砂市」という案も出たようだが、立川の「立」
と砂川の「川」を合わせれば「立川」になるので、変えないでもよいので
はないかとして納得したという説もある。
　立川と砂川の合併が順調に進んだ理由には、ひとつに昔から「停車場」
といわれた立川駅周辺に砂川出身の人達が多く住んでおり、親近感や人
的交流が多かったこと。また、立川市に隣接する住宅地域の自治会を
中心に合併運動が行われていたことも要因として挙げられる。後に、当
時立川市議会で重鎮といわれてきた志村真次郎氏も、回顧録「立川に
生きて」の中で住民主導で合併が進められた経過を語っている。更にこ
の頃から砂川地区には住宅公団、都営住宅など大型の集合住宅が次々
に建設され、立川市内に比べ遅れていた学校施設や下水道の早期実現
等、住民から都市施設整備の強い要望があった。
　前号で触れた住民アンケートの結果をみると、農村部の砂川西部は合
併に反対が多く、東部と南部の住宅区域は圧倒的に賛成が多い。
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　合併から半世紀余りが過ぎ、合併時18,485人であった砂川地区の人口
は今年3月現在10万人を超えたのに対し、旧市内は8万1千人余りと逆
転している。昭和50年第11代岸中市長以来、青木、清水市長と三代
40年以上に亘り、砂川在住または出身者が市長を務め、今や立川と砂
川が融合、多摩の中核都市として役割を担う町になった。
合併の6年前の昭和32年に作られた立川市民歌に、市域としてはとても
「大立川」とはいえない広さなのに、3節ある各節ごとに「大立川の朝ひ
らく」「大立川は伸びてゆく」「大立川に栄えあれ」と謳われているが、今
は名実ともに「大立川」に相応しい町になったのではなかろうか。
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あれから54年、
立川と砂川合併のお話［3］

い
ず
れ
も
「
今
昔
写
真
集��

た
ち
か
わ
」
よ
り



ながら三社を順次紹介する「名所教エ」の形に
しました。「さてあれに流るるは名取川候ふか」
というセリフには、『陸奥にありといふなる名取
川』と壬

みぶのただみね

生忠岑の歌を少し入れ、その後に山伏
が「川下に見ゆる浜の名は」と聞くことに応えて
「あれこそ閖

ゆりあげ

上」と閖上の地名を入れたんです。
熊野三山で那智が一番山の上にあるんですね。
そこから見る閖上の浜。今では大震災でもう何
もなくなっちゃっているんですけれどね、そこ
にはかつて人々の営みがありました。ですから、
鎮魂の気持ちを込めてこの閖上の地名は入れ
たいと思いました。そして「あれこそ閖上の浜、
忝くも那智のご本尊は、かの浜にゆりあげられ
たる観音にて候」と、土地の伝承を織り込みま
した。浜で漁師が網を打っていたら観音さまが
浮かんできた。観音様がゆりあげられてきたの
で閖上という地名になった。その観音様が那
智の本尊になったという伝承です。今でも通用
する、いや今だからこそ通用するというものを
作って上演しました。
　台本を作った私や小田さんはもちろんです
が、演じられた梅若玄祥さんや大槻文藏さん
などお忙しい方々も名取を訪れ、今は全部流さ
れてしまって何もない現状を見て、やはり感じる
ものがあったようで、これは鎮魂の能として演
じたいという気持ちになったようです。

　

　復曲の台本を作る時、私の案が採用された
ところに〈クセ〉があります。この能の〈クセ〉は
熊野権現の威徳を語っていますが、大きく作り
変えました。それまでは抽象的、観念的に熊
野権現はすごい！とだけ語っていたのを、復曲
の台本では室町時代の『熊野権現縁起』をとり
入れました。天竺（インド）のマカダ国の善財王
には1000人の后がいて、末の后の五衰殿女御
にだけ王子ができるのですが、そのことで妬ま

あの人、この人、立川人 43

［インタビュー］

［ 国文研シリーズ ʪ࠷ऴճʫ ］

祈りと救い
「能」による復興支援
平成23年には『隅田川』や『井筒』を通して能の普遍的な魅力を語ってくれた。
今回は、復曲『名取ノ老女』に込めた祈りと救いがテーマ。

　

　昔あった曲で今は上演されていないものを復
活上演することを復曲といいます。国立能楽堂
では平成28年3月に『名取ノ老女』という能を
復曲しました。なぜ『名取ノ老女』なのか、と
いうことですが、東日本大震災後、国立能楽
堂は「企画公演 復興と文化」として平成24年
から能を一番上演してきました。平成28年は
被災5年目に当る年なので、ひとつの区切りと
して被災地と関係する『名取ノ老女』を復曲し
ようということになり、私に話があったのです。
名取という土地は仙台の少し東側にあって、大
震災の時にはずいぶん悲惨な映像が流れまし
た。仙台空港にも津波が押し寄せて、いろい
ろなものを飲み込み覆い尽くしました。私はそ
の画面を目の当たりにして、近くの名取も相当
に被災したのではないかと心配しました。実際
に被害はひどくて、閖

ゆりあげ

上地区にあった住宅地は
ほぼ全滅、多くの方々が犠牲となりました。そ
のこともあって、国立能楽堂ではこの『名取ノ
老女』を復活したいと思ったのです。
　私のところにその話が来たのは、まだ国文
研の助手をしていた昭和57年、研究紀要に「名
取老女熊野勧請説話考」というこの能と関係す
る論文を発表しており、それを国立能楽堂の方
が読んでいて、小林に手を貸してもらおうとい
うことになったようです。復曲というのは1年く
らいで簡単にできるものではありません。話は
3年くらい前に企画して、そこから元になる台本
の選定や台本作りをして、ようやく昨年、人間
国宝の梅若玄祥さんと大槻文藏さんをシテにし
て復曲上演した、ということなのです。　

　
　この『名取ノ老女』という能は、熊野の山伏
が梛

なぎ

の葉に虫食いであらわれた熊野権現の神
詠を名取の老女に届けるという話です。名取の

老女は熊野権現をとても深く信仰していました。
毎年のように名取の地から紀州の熊野まで、熊
野詣でをするわけです。院政時代から鎌倉時
代の始めにかけて、「蟻の熊野詣」と言われた
ように、熊野信仰はすごく流行したのですね。
でも大変ですよね、今は新幹線や飛行機があ
りますが、当時は歩いていくわけですから。
　この話がおもしろいのは、主人公が老女―
―女性だということです。昔の山岳信仰は女人
禁制なのに、熊野は女性の信仰を許していた。
女性に対して寛容な神様でした。ですから女
性の信仰が高まるわけで、その象徴的な存在
がこの名取の老女なのです。この能は、ある
時名取の老女のもとに紀州の山伏が訪ねてくる
ところから始まります。老女は尋ねます。「あな
たはなぜ私のところに来たのか」と。山伏は応
えます。「私が本宮證誠殿に詣でたところ、神
様から霊夢――ありがたい夢のお告げ――を
こうむった。もしお前が奥州に行くのなら、名
取の老女にこの梛

なぎ

の葉を渡してほしい」と。梛
は熊野の神木なのですね。常緑のつやつやし
た葉で、葉脈がきれいに縦に走っています。葉
脈が縦にあるということは切れづらい。だから
神木として尊ばれているわけです。その葉にご
神詠が虫食いで書かれていました。それを山
伏が名取に届けに来て、もらった老女は大変
喜び、老眼なので詠みあげてもらうのです。『道
遠し年もやうやう老いにけり思ひおこせよ我も
忘れじ』――熊野と名取は遠く離れている。お
前もずいぶん年をとったなあ。熊野に詣でられ
なくなっても、時々は思い出してくれよ、私も
お前のことは忘れないよ、という意味なんです
ね。自分は老いてもう熊野に詣でられないが、
熊野の神はちゃんとご存知で、今でも私のこと
を思ってくれていると老女は感激するわけです。
そこで山伏に、名取に熊野三社を祀ったことを
話し、案内をします。これが本宮、これが新
宮、これが那智とめぐりながら説明するのです。

そして臨時の幣
へいはく

帛をささげると、熊野権現がそ
れに応じて熊野権現の使わしめの護法善神を
飛来させます。さっそうと飛んで来て老女を祝
福し、お前のことは忘れないよ、これからも見
守っていくよと言って去っていく。
　名取の老女の祈り、それに応えた熊野権現
の救い、それがテーマの能だと言えます。

　この能は15世紀からあるもので、古い台本
が残されています。今回の復曲に際しては天
文23（1554）年の奥書を有する古謡本である観
世元頼本をもとにして、私と小田幸子さん（能
狂言研究家）のふたりで台本を作り直しました。
このお話をいただいて、台本に手をつけるよう
になったのは2年くらい前からで、1年かけて作っ
たものを国立能楽堂の方に見てもらってダメ出
しをくらい（笑）、さらに直したものをシテを演
じてくださる梅若玄祥さん、大槻文藏さんに見
てもらうと、そこで、まだ長いとか、ここがわ
かりづらいとか指摘され、さらに手を加えて練
り上げたんです。台本作りのポイントはいくつ
かありましたが、特に強調したのは、名取が舞
台だということを復曲の台本にはっきり入れよう
ということでした。元頼本を元にして台本を作っ
ている時に「あ、もしかしたらこの台本は名取
を知らない人が書いたのかもしれない、中央
の能役者が作った可能性があるな」と感じまし
た。というのも、名取にちなんだ地名が出てこ
ない。つまり、都にいる人が「道遠し」の神詠と、
名取に熊野三山が勧請されていることを知って
いれば、あとは作れるものなのです。そこで小
田さんと私はあえて名取にちなんだ地名を入れ
ました。老女が山伏に、勧請した熊野三山を
案内するシーンでは、まったく季節感のなかっ
たところを「あらやさしの景色やな、雪間を分
けて萌え出づる、若草待てる風情なり」として
早春に設定し、そのシーンの中で高

たかだて

舘山を廻り

れ深山で首をはねられてしまう。けれども王子
は獣に育てられ成長し、虫食いの神詠によって
叔父の上人に見出され父王と会い、母である女
御も蘇生するんですね。マカダ国を飛び立った
一行は熊野に到着し、熊野三山となったという
話です。熊野権現が女性や子供など弱い立場
の人々を救う神だということを、この物語を借
りて言いたかったのです。
　私がこの能を研究したのは30年も前のこと
ですが、研究というのは自分のためにやってい
ますけれど、何か人の役に立てばもっとよいと
思っています。ですから、こうして30年後の復
曲の役に立つということは嬉しかった。今年7
月28日にまた国立能楽堂で上演されます。そし
て10月1日には地元の名取でも上演されること
になりました。去年の春に国立能楽堂で上演し
た時、市長を始め多くの方が来て、ぜひ名取で

もやりたいということになったんですね。能と
いうのは5年前のインタビューでご紹介した『井
筒』とか『隅田川』のような古典的な名曲を繰り
返し上演して、普遍的な魅力を鑑賞するという
ものもありますし、今回の『名取ノ老女』のよう
に、今の時代に何かを訴えかけるものもありま
す。今回は祈りと救い、鎮魂がテーマになりま
した。名取で上演して、皆さんがまた元気を取
りもどしてくれればうれしいですね。

　『名取ノ老女』にみるように、中世の人々の営
みは、神仏に対する祈りと救いに溢れていまし
た。その一端を知ってもらうため、国文研では
来年の秋に、名古屋大学などと連携して特別
展示「〈いのり〉と〈すくい〉の中世」を開催する
予定です。たくさんの方に見ていただきたいと
思っています。
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復曲までの経緯

『名取ノ老女』の物語

復曲にあたり

人のために役にたつ　
　　　　  それが嬉しかった
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東京消防庁、立川市、昭島市、国立市の消防団員、市役所職員、
警察機関及び地域住民が参加した実戦的水防訓練が行われた。

出水期を前に「熱い訓練」
平成29年度三市二署合同総合水防訓練

　平成29年5月21日、真夏日になった日曜日。多摩川左岸の河川敷で、東京消防庁及び
水防管理団体（立川市、昭島市、国立市）と関係機関が連携した『平成29年度三市二署
合同総合水防訓練』が行われた。水防管理者は清水庄平立川市長、統裁者は増田哲生立
川消防署長、統括指揮者は比留間久雄立川消防署警防課長。関係機関として立川消友会、
立川市民消火隊、立川女性防火の会、国立女性防火の会、立川消防少年団、災害時支
援ボランティア、立川・国立自主防災組織、立川市建設業協会、警視庁立川警察署、計
250名が参加した。クライマックスは、多摩川の中洲に取り残された人の救出。これから
迎える集中豪雨や台風の季節を前に、実戦的訓練となった。
　多摩川は山梨県甲州市塩山にある標高1953ｍの笠取山を源流とし、途中多くの支流を
束ねながら全長138ｋｍを流れ東京湾に流れ込む。市民生活に直結した川ではあるが、過
去においてはしばしば大洪水をおこし周辺住民の生活を脅かす存在でもあった。昭和49
年9月1日に東京地方を直撃した台風16号では堤防が決壊。流出した家屋は18戸に及んだ。
平成28年8月の台風9号は避難判断水位7.6ｍに迫る7.2ｍを記録し、立川市においても
水災が発生した。気象庁と国土交通省では洪水予報の対象河川を全国で80河川指定して
おり、都内では荒川、江戸川、多摩川の3つの水系が指定されている。
　水防活動はひとつの消防署、ひとつの消防団だけで対処できるものではなく、防災関係
機関、防災関係組織全体で取り組むもの。油断は禁物、こうした訓練がとても大事になっ
てくる。少年少女も、女性のみなさんも、年配の方々も、顔から体から汗が流れ落ちる暑
い中での訓練だったが、命を守る、財産を守る、街を守る連携はすばらしかった！

ཱ઒ࢢ௕〾〠〽぀఺ݕ〣༷ࢠ
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えくてびあんはリストのお店にあります。
今月は 栄町・高松町・曙町 のお店です。

　創業は昭和 26 年。清富さんのお祖父さん、小澤清
武さんが初代です。立川駅南口にお寿司屋さんと関西
割烹のお店を持って、「入船」と言ったら知らない人は
いない有名店。こちらで修行した職人さんも大勢いらっ
しゃいます。二代目の武宣さんは南口の商店街をひとつ
にまとめた実力者。おかみさんの綾子さんとご夫妻で、
多くの方の縁結び、仲人を務められたのだとか。清富
さんには 3人のお子さんがいらして、21 歳のお嬢さん、
大学 2 年の拓海さん、高校 2 年の郁実さん。長男の拓
海さんは中高一貫校の社会科の先生になりたいそうで
す。じゃ、お店は郁実くん？「僕が継ぎますねぇ」と即答。
「でも、私も先生になりたかったの」とおかみさん。「僕
も先生になりたかったのよ」と清富さん。代々の夢は拓
海さんが叶えて、現実のお店は郁実さんが。すばらしい
絆の連携って感じです。さて、7月号。夏です。うなぎ
の季節です。おいしいうなぎは入船茶屋さんで、どうぞ！
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『立川小唄』の記念碑建ちました
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　気軽に入って気軽に楽しめるフレンチ。でもお味は本格
派です。しかも古典フレンチを食べやすくというコンセプト
がいいじゃないですか！ 今どきはフランスでもライトフレン
チが好まれるそうですが、本格的な和食がすばらしいよ

うに、本物フレン
チはやっぱりすば
らしい。だいたい
豚の頭を丸ごと煮
る料理なんて、他
でたべられないで
すよね！ということ
で、こづさん、今
日は「桜姫鶏のテ
リーヌ」を。アラカ

ルトでも注文できますし、コースなら前菜としていろいろあ
るテリーヌからひとつ選べます。充分な食べごたえ。1枚
の中にいろいろな食感と味が混ざっています。それをナッ
ツのドレッシング和えを添えていただくと、また別の味に変
化します。このテリーヌ各種、どれもワインに合うようにと
工夫されています。ワイン好きにはたまりませ～ん。こづさ
んのお店はデザートも特別おいしい。パティ
シエではなくキュイジニエですけれど、以前か
らバレンタインデーの前にはお菓子の教室を
開いていたように、デザートがお得意なので
す。黒粒胡椒入りのガトーショコラも、キャラ
メルのアイスクリームもライチ風味のグレープ
フルーツシャーベットもみんなみんな大好きで
す。こづさん、これからもどうぞご贔屓に！

ここにしかないものを、
どうぞ！ビストロ こづ
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夏はやっぱりプールですよ！

ɹ5݄7೔ʢ೔ʣɺ゙と゚りが゚খりが゚〜ཱ઒ੇࢤ《
え〣ཬؼ〿མޠձ⿿ߦいぁ〳「〔ɻձ৔〤ຬ੮ɻ⿼
ೃછ〴〣⿼٬《〳〷ଟ⿾〘〔〽⿸〜『⿿ɺࠓճॳ〶〛
〝⿼〘「〸぀ํ〷ɻཱ઒ੜ〳ぁ〣ཱ઒ҭ〖ɺཱ઒ߍߴ
ग़਎〜『ɻཬؼ〿མޠձɺࠓճ〤4ճ໨〜『⿿ɺࡢ
೥ळ⿾〾〈〣খりが゚〤ຬһྱޚɻ஍ཱݩ઒〜མޠ
ぇ൸࿐『぀ػձ〷ଟ。〟〘〔〒⿸〜『ɻʮૈࠌ〣ऀ࢖ʯ
ʮኀؒෲʯ〒「〛ʮࢮਆʯ〣ࡾ੮ɻޙ࠷〣ʮࢮਆʯ〤མޠ
〣Ҭぇ௒⿺〛⿶〔〣⿾⿶〟⿶〣⿾ɺ〟え〕⿾ੌ〴《⿺
ճ〷ຊ౰〠ָ「〴〠「〛⿶〳『ɻ࣍〳「〔ɻ「ײ

立
タテカワ

川寸志さん、里帰り公演
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キッズドリーム
  チャレンジに
    今年も参加します！
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お店の名前もシェフも変わりました
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◆真夏日が増える6月。立川にもビーチがあるのをご
存知ですか？ GWからプレオープンしている〈タチヒ
ビーチ〉が7月17日、海の日にグランドオープンします。
白い砂浜は本物のビーチのよう。お子さん連れのご
家族や、BBQが大好きという若い人たちに人気です。
BBQの達人女子たちのお隣で、全然炭をおこせない
男子チーム。たかがBBQ、されどBBQ。当世事情が
見えてきます◆14回を迎えた立川フラメンコを皮切り
に、5月の立川は本当に賑やかでした。立川いったい
音楽まつりは市内のいたるところをステージに、しか
も年々その技術レベルがアップして、聴く方も演じる
方も楽しいお祭りになっていました◆来年2月着工の
みどり地区。今秋、流鏑馬が行われます。それを前に
ヤギたちが一生懸命除草任務を遂行しています。5月
に生まれた赤ちゃんヤギの名前を公募、「わたげ」と決
まりました。白くてふわふわ。ピッタリの名前です。お
母さんとじゃれる姿がとてもかわいい。来年はここでも
うヤギの姿を見られないのかと思うとさびしいですね
◆読者の方から「えくてびあんの表紙が好き」とありが
たいお言葉を頂戴しました。「立川で三代」のモデル探
しには苦労しますが、「毎回楽しみ」というお声をいた
だくと、やはり嬉しい。定期刊行物ですから、毎月発
行されて当たり前。その当たり前に気が付いて、黙っ
て手にしてくださるお姿も励ましのひとつです。今月も
取材に応じてくださってありがとうございました。そし
て読んでくださって感謝です。また今月も頑張ります！          

えくてびあんスタッフ一同
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立川と語ろう  立川に生きよう

最終回は復興支援

表紙の人／入船茶屋三代（柴崎町）
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文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
江
戸
時
代
の
料
理
本
に
書
か
れ
て
あ
る
レ
シ
ピ
を
『
江
戸
料

理
レ
シ
ピ
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
』
と
し
て
公
開
、
そ
れ
が
現
代
語
に
な
って
レ
シ
ピ
サ
イ
ト
〈
ク
ッ
ク
パッ

ド
（
江
戸
ご
飯
）〉
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
今
月
は
「
鳥
煮
込
卵
」
と
「
す
り
流

し
豆
腐
」
を
ご
紹
介
。

　『万
宝
料
理
秘
密
箱  

玉
子
百
珍
』 

に
あ
る
「
鳥
煮
込
卵
」。
本
来
は
小
鴨
か
鴨
か
鳩
を
使

う
よ
う
で
す
。
こ
こ
で
は
鶏
の
胸
肉
を
使
い
ま
し
た
。
レ
シ
ピ
の
分
量
が
全
部
「
適
量
」、
そ
れ

が
か
え
って
む
ず
か
し
い
。
麻
糸
で
縫
い
合
わ
せ
る
と
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
は
現
代
。
ラ
ッ
プ

で
巻
い
た
り
、
楊
枝
で
留
め
た
り
、
別
の
方
法
で
も
で
き
る
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
ゆ

で
卵
を
肉
の
中
に
適
量
入
れ
て
蒸
し
た
料
理
。
と
って
も
さ
っ
ぱ
り
し
て
、
冷
め
て
も
お
い
し
く

お
酒
の
ア
テ
に
も
い
い
よ
う
で
す
。一方
、
す
り
流
し
豆
腐
は
と
い
え
ば
、
こ
ち
ら
は
二
日
酔
い

に
も
って
こ
い
！ 

葛
で
と
ろ
み
の
つい
た
豆
腐
が
お
な
か
に
優
し
く
、
お
味
噌
の
香
り
が
懐
か
し

い
。
絹
ご
し
豆
腐
と
葛
粉
を
合
わ
せ
て
す
り
鉢
で
形
が
な
く
な
る
ま
で
す
り
ま
す
。
だ
し
汁
に

味
噌
を
溶
か
し
て
そ
こ
に
豆
腐
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
絹
ご
し
豆
腐
そ
の
ま
ま
よ
り
も
、
も
っ

と
や
さ
し
く
温
か
い
。
豆
腐
レ
シ
ピ
の
出
典
は
『
豆
腐
百
珍
』
で
す
。

　こ
の
シ
リ
ー
ズ
、
今
回
が
最
終
回
に
な
り
ま
す
が
、
江
戸
の
お
料
理
は
と
て
も
シ
ン
プ
ル
。

調
味
料
で
ご
ま
か
さ
な
い
、
本
当
に
ぜ
い
た
く
な
お
味
に
毎
回
感
動
し
た
連
載
で
し
た
。
み
な

さ
ん
も
、
江
戸
ご
飯
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
？ 

試
食
に
行
き
た
い
と
い
う

お
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
う
い
う
機
会
を
い
つ
か
作
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
つつ
、

と
り
あ
え
ず
お
し
ま
い
で
す
。

※

『
江
戸
料
理
レ
シ
ピ
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
』（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｈ
制
作
）『
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ

セ
ッ
ト
』（
国
文
研
所
蔵
）
　提
供
：
人
文
学
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
共
同
利
用
セ
ン
タ
ー

と
り
の
に
ご
み




